
旧
制
松
江
高
等
学
校
同
窓
会
機
関
誌
「
翠
松
」

松
江
白
線
ク
ラ
ブ
夜
話
第
六
十
八
話

「
伊
豫
」
語
源
新
考

西
上
一
義





「
伊
豫
」
語
源
新
老

愛
媛
県
「
伊
予
」
の
国
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
『
古
代
地
名
大
事
曲
盆
に
よ
れ
ば
、
古
く
か
ら
三
説
が
あ
る

と
一
四
国
の
古
名
「
弥
二
並
島
」
(
ヤ
ニ
ナ
ラ
ブ
シ
マ
)
の
ヤ
に
発
語
イ
が
つ
い

と
な
っ
た
0

二
出
湯
(
イ
デ
ユ
)
由
来
説

湯
(
ユ
)
に
発
^
叩
イ
が
付
き
イ
ユ
と
な
り
、
^
じ
て
イ
ヨ
と
な
っ
た
。

伴
信
友
説
(
江
戸
後
期
国
文
学
者
)

三
発
語
イ
十
善
か
ら
イ
ヨ
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
様
々
な
説
が
出
さ
れ
な
が
ら
も
、
定
説
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

、L

(
小
泉
道
『
愛
媛
県
大
百
科
事
典
』
)

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
筆
者
は
、
四
国
の
各
地
に
美
林
を
作
る
ク
ス
ノ
キ
が
語
源
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

う
考
え
に
至
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
纏
め
て
み
た
。

い

と

西
上
一
義

て
イ
ヤ
と
な
り
、
転
じ
て
イ
ヨ

(
古
事
記
伝
)

い
,
つ

,

^1 1輩1杉}
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私
の
所
属
す
る
日
本
植
物
学
会
の
中
四
国
支
部
大
会
が
、
数
年
に
一
度
、
初
夏
の
松
山
か
高
松
で
開
か
れ
て

る
。
こ
の
季
節
、
山
陰
か
ら
海
を
越
え
て
四
国
へ
渡
る
た
び
に
、
市
街
地
や
丘
陵
地
帯
の
ク
ス
の
新
緑
の
美

いし
さ
に
心
を
奪
わ
れ
る
。

四
国
と
ク
ス
と
は
太
古
以
来
{
岳
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
は
?
と
い
う
疑
問
を
、
や
が
て
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
矢
先
、
司
馬
遼
太
郎
の
『
空
海
の
風
景
(
上
)
』
(
中
公
文
庫
)
を
読
ん
だ
。

そ
の
九
二
ペ
ー
ジ
、
空
海
が
著
し
た
『
三
教
指
帰
(
さ
ん
ご
う
し
い
き
)
』
の
自
己
紹
介
に
当
る
箇
所
に
、

、し

自
分
の
出
身
に
つ
い
て
「
玉
●
深
よ
る
所
の
島
、
桟
樟
(
よ
し
ょ
う
Π
ク
ス
ノ
キ
)
日
を
蔽
(
か
く
)
す
の
浦
に

、L

住
せ
り
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

、L

当
時
(
奈
良
時
代
)
、
四
国
の
北
の
海
岸
部
即
ち
瀬
戸
内
海
沿
岸
・
豊
後
水
道
沿
岸
は
、
ク
ス
の
自
然
林
で

厚
く
覆
(
お
ぉ
)
わ
れ
て
い
て
、
日
も
よ
く
見
え
ぬ
程
で
あ
っ
た
ら
し

0

い

歴
史
を
更
に
数
百
年
か
そ
れ
以
上
も
遡
り
、
日
本
の
歴
史
が
始
ま
る
も
っ
と
以
前
の
頃
、
ク
ス
の
漢
字
を
知

よ

る
渡
来
人
が
四
国
へ
や
っ
て
来
て
、
そ
こ
の
ク
ス
の
美
林
を
目
に
し
、
「
こ
れ
は
朕
の
国
だ
」
と
感
慨
を
込
め

て
一
言
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

0

い

榮
田
一
郎
他
『
新
大
字
曲
盆
(
講
談
社
、
平
成
四
年
刊
)
を
調
べ
る
と
、
木
部
十
六
画
の
箇
所
に
、
確
か
に

「
桟
」
の
文
字
が
見
え
る
。
音
は
ヨ
。
字
義
は
「
く
す
の
き
」
と
あ
る
。

ま
た
、
小
柳
司
気
太
『
漢
和
大
字
抽
盆
(
博
文
館
、
昭
和
十
一
年
刊
)
で
は
、
同
じ
ク
ス
の
意
味
を
も
つ
樟

翠松 2^



と
つ
な
い
で
、
「
桟
樟
と
い
う
語
あ
り
」
と
出
て
い
る
。

空
海
の
「
桟
樟
日
を
蔽
す
」
の
表
現
と
、
漢
和
字
典
に
収
録
さ
れ
た
「
桟
」
の
存
在
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
文

字
こ
そ
、
伊
豫
の
国
の
語
源
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
て
、
朕
の
音
は
、
現
在
は
ヨ
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
古
語
の
発
音
で
は
、
発
語
イ
が
前
に
付
き
、
イ
ヨ
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
イ
が
大
き
く
な
っ
て
イ
ヨ
と
な
り
、
そ
れ
に
漢
字
を
当
て
て

「
伊
豫
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

「
ヨ
」
の
音
を
も
つ
漢
字
は
数
多
く
あ
る
が
、
古
来
、
イ
ヨ
の
国
の
ヨ
に
豫
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国

名
が
ク
ス
の
漢
字
「
修
」
に
由
来
す
る
か
ら
と
考
え
る
の
が
、
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
イ
ヨ
の
「
イ
」
に
、
「
以
」
も
し
く
は
「
衣
」
な
ど
の
文
字
が
用
い
ら
れ
ず
「
伊
」

が
当
て
ら
れ
て

る
点
に
つ
ぃ
て
は
、
さ
ら
な
る
思
索
が
必
要
で
あ
る
が
、
単
純
に
考
え
れ
ば
、
「
伊
」

い

、

コ
レ
、
コ
ノ
と

こ
よ

L

う
意
味
が
あ
る
。
「
伊
豫
ノ
国
」
は
、
「
こ
の
ク
ス
ノ
キ
の
国
」
、
ま
た
は
、
「
こ
れ
ク
ス
ノ
キ
の
国
」
と
な
り
、

い「
伊
」
は
「
豫
」
の
冠
詞
の
役
を
果
た
し
て
い
て
、
両
語
は
み
ご
と
な
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て

る
0

い

に
「
機
(
ク

伊
豫
の
国
名
の
由
来
に
つ

ス
ノ
キ
)
」
説
」
別
称
「
桟
樟

て
は
、

剛
述
の
よ
う
に
多
く
四

、

て
い
る
が

(
ヨ
シ
.
ウ
)
説
」
を
提
示
し
て
、
諸
賢
の
御
高
評
を
仰
ぎ
た

し
こ0
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